
丁503-2124
岐阜県不破郡垂井町宮代 1734番 地の 1

丁EL0584… 22-1225



御 [肛嘔 ξ昇塩 絣 設翼咤蜃 :
な神域であります。この地はまた、古来不破の関を西に構え、東に中山道と美濃

路の分れる基点として、更には伊勢街道・北国街道にも通ずる要所として重要視
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美濃仲山 (南 宮山)は、古く万葉集には「不破山J、 清少納言の「枕草子」に

は「みののお山」と見え、又、古歌にも「みのの御山のひとつ松」と詠まれ、古

神  lilil:::量 [i::|]し itっ1                ‐
契 りしことは いつ もわす れす

神木台工椿
当社の御神木は自玉格であ ります。

椿は古来芽出度い常磐本 (と きわぎ)

として珍重されて来 ました。社伝 によ

れば、 古く宮中に豊明節会 (と よのあ

か りのせちえ)が行われ る度毎 に、当

社の巫子 (み こ)が この神本の椿の枝

を棒持 して都路を 上り、節会の庭で う

るわ しくひとさし舞納めて、 これを献

上したと伝えています。

夫 木抄  宝治二年豊明節会に百首の歌

奉る時 従二位行家 lll

美濃山の台工格 いつようか

豊のあか りに あひはじめけむ

経塚群
千安時代 より、全国の社十の境内や山頂、景勝地に写径を入れた筒費を上ヤに

訥めて国家姜泰、後生姜楽を祈 ったことが歴史に記 されています。あ宮.ll々 頂には、

全国にも希な経舛 があり、黒のえ跡 としての指定をうけています。

曳 (引 )常泉

聖武天皇の御代天平 |二 年 (七四〇)に 、当美濃国不破頓官に行幸され、宮処

寺と曳常泉に巡幸されたことが続 日本紀に見えています。又、後自河法皇勅撰の

梁塵秘抄 (り ょうじんひしょう)には 「南宮の宮には泉出でて…Jと 詠まれてい

ます。 この曳常泉は、その名の如 く、常に絶えることな く、豊かな水を湧き出す

泉であり、千三百余年を経た現在も、引常明神の近 くにその清 らかな麗水をたた

えています。

宝  物

フリ   倹J

美濃国は、古 くか ら刀鍛治が住んだと云われ、殊に、赤坂・関の刀鍛治は全国

的に有名であります。延喜式兵部省の条には美濃国か ら二十日の横刀が献納され、

全国でも最も多い数であります。

当社には、御祭神金山彦命の御神威を仰いで、古来、数十振の刀剣が奉納され

ています。

一、三条宗近 壱口 国指定重文

令国にも数少なく、県内随一の名刀

一、康光 壱 口 国指定重文    国

重 さ三・ 七五キ ロ (一 貫匁)の 巨人な名刀

美濃守護lltの二L岐氏の奉納と伝う

一、鉾 弐日 無銘・国指定重文

奈良朝期のもの。 これと同類の鉾は正倉院のみに伝えられる。

、その他 七日 県指定重文

関の係六、赤坂住正国、清水住岩捲

元真、吉則、伝天国の剣等

月同  丸  壱領 県指定重文

室町期の作・県内最古の名品

斎藤道三着用の胴丸を竹中伊豆守の奉納 と伝 う。

解  鈴
今か ら千三百余年前、孝徳天皇の人化年間に、諸国駅伝の制が定め られ、公儀

の旅行には鈴契 (すず しるし)が用いられたことが 日本書紀に見えています。当

社の駅鈴は、平安時代後一条天 皇御即位の大嘗祭に、当社が諸国の人社四十八社

の中に選ばれて、奉献された由緒深い名宝であります。

鈴騨

特 殊 神 事
二月節分日 節分祭 (大的神事)

直径五尺二寸 (一米五七)の大的に十二本の矢を射て魔除けと、五穀豊饒とを祈る神事。当社の御祭神が、斎庭

の矢竹を以って、平将門の怨霊の首を射落されたと言う故事に由来する神事であります。

四月十五日 奥宮高山神社例祭 (椿祭 )

五月四日 御 田植祭 午後三時から

内庭に斎田を仮設し、早乙女 (さ おとめ)と呼ばれる少女 (三才～五才位)二十一人が、手甲・欅姿で、金の雄蝶、

銀の雌蝶の折紙を髪につけ、囃子方の太鼓、笛、鼓の田植歌に合わせて、松葉を苗に見立てて植えつける神事で、

古くは末社御田代 (み としろ)神社の斎田で行われたものであります。 (国指定重要無形民俗文化財 )

五月五日 例大祭 (神幸式・蛇山神事 )

当郡府中に鎮座される御旅神社へ神輿三基の神幸祭が行われます。途中、市場野という祭礼場に、高さ十三米、

周囲二十米の蛇山と称する櫓を組み立て、これに波模様の幕を維 (た )ら し、この頂上の隅には神木の松と竜の

尾を示す剣を取りつけて、神輿の通過や駐禁の時 「ドンドコドンコJの囃子に合わせて勢いよく蛇頭を上下左右

にゆり動かし、日を開閉させます。これは美濃国の置山の 「からくり」の始まりといわれ、また神輿が還幸し、

市場野駐肇の時、蛇山の前に連結された車楽 (だんじり)では、その年に選ばれた少年男子四人が、各々の囃子

唄に合わせて、還幸舞 (か んこうのまい)〔掲鼓舞 (か っこのまい)・ 脱下舞 (ぬきさげのまい)・ 竜子舞 (り

ゅうしのまい)〕 と呼ばれる三種の舞楽を交互に演舞します。 (国指定重要無形民俗文化財)

六月三十日 大祓式 〔茅 (ち )の輪くぐり〕

十一月八日 金山祭 〔輔祭 (ふいごまつり)〕  午前十時半から

古来、当社の鎮座祭とされ、特殊神餞が献ぜられます。金の総本宮として全国の鉱山金属業者が多数参拝し、祭

典中に、刀匠奉仕による古式ゆかしい鍛錬式が奉仕されます。

隷 曖 屁,`吻洟 趙 鼈 誂 黎 勒 濶 鱚 魃 糀 警予   烙獨 雪
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